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　 シ ュ ー ル マ ン 氏 の 業 績 は 多 く 且 つ 多
岐 に 及 ぶ が，Habilitation と し て の Zur 
Struktur hermeneutischen Sprechens. Eine 
Bestimmung im Anschluß an Josef König 
（1999）が出版されている。最近のものとし
て Souveränität als Lebensform : Plessners 
urbane Philosophie der Moderne（2014）お よ
び Die Unergründlichkeit des Lebens（2011）
等があり，スポーツ分野での編著としてとりわ
けMenschliche Körper in Bewegung（2001）や
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　　 人間の尊厳は，道徳の平等で普遍的な内容
が法的権利へと導入されるさいの，いわば





られる。 （Rousseau 1762, 62）
　ドイツ連邦共和国の基本法第 1 条において，
人間の尊厳は人権にとって基礎的な性格をもっ
ている。第 1 条第 1 項は，人間の尊厳の不可侵




























































る 3 ）。この歴史的事実に議論の余地はない 4 ）。
――この歴史的事実が人権と人間の尊厳との関
係にとって何を意味するかについては議論の余









































































































































































































































































































































































4 4 4 4
存在する。したがって，尺度として

































































































































































































































































































4 4 4 4 4
とは区別さ
れる。「尊厳」によって，人間に属する無条件的

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「 自 尊 心 Selbstachtung」（Pollmann 2005, 614-
617）によって構成される













































































（Düwell 2010, 69; Lohmann 1998, 74f.ここでは
Habermasと肯定的・否定的に関わって）。少な
くともわれわれの文化においては，すべての



























































































4 4 4 4 4 4
の第 6 条は，疑いようの










































３） そ れ に つ い て は， 例 え ば，zeitschrift für 
menschenrechte 1/2010の巻頭言を参照。これは
全体としてこの問題を論じている。
４） 唯一の例外である，1849年 3 月のパウル教会憲法
の139節（Habermas 2010, 344）は，この規則を確
認している。





















８） 典型的には，König（1937），24; ders. （1957），311；
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